
国際会議等の開催状況

(1)2003年11月22日 ・近畿大学11月 ホール

平成15年 度第1回21世 紀COEプ ログラム2年 連続選定記念シンポジウム

参加者1800人

主な招待講演 者:野 依 良治(理 化学研究所理事長)・ 熊井英水(近 大水産研究所所長)・

細井美彦(近 大生物理工学部教授)

(2)2003年12月4日 ・マ レーシア国立サバ大学

平成15年 度第2回21世 紀COEプ ログラム

国際シンポジウム 「魚類養殖にお ける研究 の現状 と今後の発展」

参加者250人(外 国人:240人)

主な招待講演者:S.Mustafa(サ バ大学助教授)・ 宮下 盛(近 大水産研究所教授)・

太 田博 巳(近 大農学部教授)

(3)2003年12月11日 ・新阪急ホテル(大 阪)

平成15年 度第3回21世 紀COEプ ログラム

シンポジウム 「これからの魚類養殖 と流通 ・安全性」

参加者200人(外 国人:4人)

主な招待講演者:村 田 修(近 大水産研究所教授)・ 小野征一郎(近 大農学部教授)・

安藤正史(近 大農学部助教授)

(4)2004年2月24日 ・韓国麗水大学校

平成15年 度第4回21世 紀COEプ ログラム 韓 ・日国際シンポジウム

参加者120人(外 国人:105人)

主な招待講演者:鄭 寛植(麗 水大教授)・ 全淋基(國 立水産科學院)・ 高京民(済 州道

海洋水産資源研究所)

(5)2004年3月15-18日 ・マ レー シ ア 国 立 サ バ 大 学

平 成15年 度 国 際 セ ミナ ー"SeminaronResearchanddevelopmentinfisheriesand

marinescience,2004inUMS"

参 加 者56人(外 国 人:49人)

主 な 招 待 講 演 者:Rhaman(サ バ 大 学 教 授)・Cabanban(サ バ 大 学 助 教 授)・ 江 口 充(近

大 農 学 部 教 授)
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(6)2004年6月3日 ・近 畿大学 農 学部

平成16年 度 第1回21世 紀COEプ ログ ラム

国際 シ ンポ ジ ウム 「魚類 養殖 を と りま く最 新 の情 報 一マ レー シア ・バ ン グラデ ッシ

ユ ・韓 国 ・日本 一」

参 加者160人(外 国 人:8人)

主 な招待 講演 者:R.A.Rhaman(サ バ大 学 ボル ネ オ海 洋 研究 所所長)・ 瀬 尾 重治(サ バ

大学 ボル ネ オ海洋 研究 所助 教授)・A.K.Biswas(近 大水 産研 究所COE

博 士研究 員)

(7)2004年7月15日 ・近畿大学農学部

平成16年 度第2回21世 紀COEプ ログラム シンポジウム 「クロマグロ研究の最前線 」

参加者210人(外 国人:3人)

主な招待講演者:坂 本 亘(近 大 水産研究所教授)・ 家戸敬太郎(近 大水産研究所講

師)・ 石橋泰典(近 大農学部助教授)

(8)2004年10月23日 ・近畿大学農学部

平成16年 度第3回21世 紀COEプ ログラム

シンポジウム 「養殖マグロー 日本 ・オース トラ リアー」

参加者40名

主 な招待講演者:濱 田英嗣(下 関市大 教授)・ 日高 健(近 大農学部助教授)・ 前潟

光弘(近 大農学部講師)

(9)2004年11月10-11日 ・近 畿 大 学11月 ホ ー ル

平 成16年 度 第4回21世 紀COEプ ロ グ ラ ム

国 際 シ ンポ ジ ウ ム"STOCKENHANCEMENTANDAQUACULTURETECHNOLOGY"

参 加 者100人(外 国 人:20人)

主 な 招 待 講 演 者:Wei-ChengSu(台 湾),JacquesSacchi(仏),MathiasPaschen(独)

(10)2004年11月20日 ・ホテル三楽荘(和 歌山県白浜)

平成16年 度第5回21世 紀COEプ ログラム

シンポジウム 「魚類養殖産業支援基盤研究の探訪」

参加者120人(外 国人:2人)

主な招待講演者:八 木基明(長 崎市水産部次長)・ 坂本 亘(近 大水産研究所教授)・

小野征一郎(近 大農学部教授)

そ の他 に外 国人 講師 に よ る21世 紀COEプ ログラム大学 院特 別 講義 を1回 、学 内COEセ ミナ ー を27

回,COEグ ル ー一プセ ミナー を1回 開催 した。
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シンポジウムの開催内容

第1回 「魚類養殖をとりま く最新の情報一マレー

シア ・バングラデツシュ ・韓国 ・日本一」

2004年6月3日 近畿大学農学部202教 室にお

いて標記のシンポジウムが開催され、大学研究者、

企業関係者、学生、教職員など162名 にのぼる多

数の参加者を得ま した。熊井英水COE拠 点 リー

ダーの挨拶には じま り、マレーシア連邦国立サバ

大学ボルネオ海洋研究所長RA.Rahman教 授が

"MarineBiodiversityResearchinUniversiti

MalayiaSabah"と 題する基調講演を、また、同海

洋研究所 瀬尾重治助教授、水産研究所A.K

BiswasCOE博 士研究員、池 承哲COE博 士研

究員、および農学研究科 中原尚知COE博 士研

究員によ り、マレーシア、バングラデ ッシュ、韓

国および日本における最新の魚類養殖事情 と社会

背景についての講演が行われました。Rahman教

授の基調講演は熱帯海域や海洋生物の鮮明な映像

によって、資源保護に向けた早急な対策の必要性

を参加者に強 く印象づけるものでした。最後に、

COEプ ログラムおよびサバ大学 ・近畿大学学術

交流の益々の発展を期待するとの農学部研究課長

岡本 忠 教授の挨拶で、本シンポジウムを終了し

ました。(文責 滝井健二 ・塚正泰之)

讐 潮 轟 嚢齪無

　韓鞭
窒

撒§

まず,熊 井英水COE拠 点 リーダーの挨拶の後,

近畿大学水産研究所の宮下 盛教授が国内および

海外におけるクロマグロ養殖の経緯と現状につい

て講演 しました。次に,水 産研究所の家戸敬太郎

講師 がクロマグロの成熟 と産卵について,同 研究

所の澤田好史助教授がクロマグロの初期発育と種

苗生産について,農 学研究科の石橋泰典助教授が

クロマグロの環境ス トレスと衝突死について,そ

れぞれ最新の研究成果を盛 り込んだ講演を行いま

した。最後に水産研究所の坂本 亘教授によって

バイオテレメ トリーの最新技術を活用 したクロマ

グロの生篭内での行動に関する研究の紹介が行わ

れました。

クロマグロの種苗生産 ・養殖に関する問題点 と

それを解決するための様々な取 り組みについての

熱心な講演 と質疑応答によって,参 加者にはクロ

マグロの種苗生産 ・養殖研究の魅力が理解できた

のではと思います。

讐讐 聴
管 襲

第2回 「クロマグロ研究の最前線」

寮

2004年7月15日 に近畿大学農学部202教 室に

おいて,本COEプ ログラムの種苗生産 ・養殖グ

ループが企画 したシンポジウム 「クロマグロ研究

の最前線」が開催 され,大 学研究者,企 業関係者,

学生,教 職員など210名 もの参加者を得ました。

第3回 「養殖マグロ ー日本 ・オース トラリアー」

平成16年10月23日 に、近畿大学農学部にお

いて流通 ・経済グループ主催の第三回養殖マグ

ロ ・シンポジウムが開催 されました。本シンポジ

ウムは当グループによる研究成果の中間報告会と

して企画 されたものです。当日は、近畿大学の関

係者、近畿圏の水産経済研究者、水産業関係者合

わせて約50人 の出席を得て、最新の研究成果の

報告 と活発な議論が行われました。

シンポでは、研究代表者の熊井英水教授による

開会の挨拶の後、まずグループ代表者の小野征一

郎教授による趣旨説明と概要報告を皮切 りに、中

原 尚知COE博 士研究員による国内のマグロ養殖

経営分析、山本 尚俊COE博 士研究員によるマグ

ロの流通 と市場構造、日高健助教授によるオース

トラリアにおけるマグロ養殖業の国際競争力につ

いて研究報告があ りました。 これ らの報告を通し

て、 日本のマグロ市場が養殖マグロの登場によっ
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て大きな地殻変動を起 こしてお り、 トロ市場では

量販店や回転寿司と養殖マグロのつなが りが重要

な機軸 とな りつつあること、 しかしオース トラリ

アを代表する大規模経営を特徴 とす る海外産地が

優勢を誇ってお り、 日本国内の養殖生産者は厳 し

い競争状況下におかれていること、またオース ト

ラリアといえどもその競争力は脆弱であること、

などが明らかにされま した。

養殖マグロの登場によるマグロ市場の変化には

目を見張るものがあ ります。 しか し、マグロ養殖

業が持続的に成 り立ちうるのか、また国民の食生

活に貢献することができるのか、まだ予断を許 し

ません。流通 ・経済グループではこれ らを良 く見

極め、マグロ養殖が産業 として成立するための条

件を探 りたいと考えています。これか らの成果に

ご期待 ください。(文責:日 高健)

第4回 「STOCKENHANCEMENTANDAQUACULTURE

TECHNOLOGY」

資 源 動 態 ・環 境 保 全 グル ー プ が企 画 運 営 す る国

際 シ ン ポ ジ ウ ム"StockEnhancementand

AquacultureTbchnology"が 近 畿 大 学11月 ホー ル

に お いて11月10日 か ら11日 ま で 開催 され ま し

た。 日本 を含 め8力 国 か ら23名 の研 究 者 に よ る

発 表 が あ り、 ポス ト ドク トル フ エ ロー そ して大 学

院学 生 も ポス ター 発 表 を行 い ま した。 シ ンポ ジ

ウ ム は:1,Tunaresourceproblem;2,

Enviro㎜entalproblem;3,Engineeringproblem;

4,Finaldiscussionの4セ ツシ ョン構 成 で 、漁

業 イ ンパ ク ト、持 続 的 生 産 、漁場 環 境 、養 殖 施 設 、

地 中海 マ グ ロの行 動 追 跡 な ど多岐 に わ た る 内容 で

した。

こ こで は ポ ス ト ドク トル フ エ ロー(1,2)と 大

学 院学 生(3,4,5)の 研 究 発 表課 題 を紹 介 します 。

1.HOLGERKORTE(Germany)

Inertiatransformationinfishi㎎net

calculations.

2.SHINSUKETORISAWA(Japan)

Thedevelopmentofvisualacuityinbluefin

tuna.

3.TAKASHISHIMIZU(Japan)

ApPlicationofNaLA,afishingnet

configurationandloadinganalysissystem,

tUnanet-Cage.

4.YUMIKOTAMURA(Japan)

FluiddynamicsofbluefintmabasedonCFD

analysis.

5.SUSUMUOKANO(Japan)

Anaccelerationdata-lo99erprovidesnew

informationonswi㎜ingbluefintmainanet

cage

シンポジウムは大学および学部関係各位のご協

力のもと無事終了しました。関係各位のご支援に

深 く感謝 します。現在Proceedingsを 編集中です。

(文責:山 根猛)

第5回 「魚類養殖産業支援基盤研究の探訪」

2004年11月20日 に和歌山県白浜町 「ホテル三

楽荘」において種苗生産 ・養殖 グループが企画 し

た本COEプ ログラムのシンポジウム 「魚類養殖

産業支援基盤研究の探訪」が開催されました。C

OEメ ンバー、企業関係者、大学院生、近畿大学

水産増殖学研究室OBな ど多数の参加者を得まし

た。今回のテーマは魚類養殖産業を支援できる先

端の研究 として注 目されている課題 をピックアッ

プし、トピックス的に紹介することに致 しました。

まず、熊井英水COE拠 点 リーダーの挨拶の後、

近畿大学水産研究所の坂本 亘教授 が水中生物行

動晴報 と養殖について講演 しました。次に、近畿

大学大学院農学研究科の小野征一郎教授が養殖ク

ロマグロの生産 ・流通 ・消費について、長崎市水
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産部の八木基明次長(水 産学博士)がハマチのB1

欠乏と種苗生産におけるウイルス(VNN)対 策に

ついて、それぞれ最新の情報お よび研究成果を多

岐に亘って紹介して頂きました。 これからの新養

殖産業および研究活動の道 しるべ的な話題が盛 り

沢山あり、聴講者に与えた関心は大きく、講演後

の質疑においても活発な議論が交わされ、有意義

なシンポジウム とな りました。
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